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平成３０年第３回長与町議会定例会 

議事日程（第５号） 

 

平成３０年 ９月１８日（火） 

午 前 ９時３０分 開 議  

日程 議案番号 件        名 備 考 

１ 報告１０ 和解及び損害賠償の額の決定に係る専決処分の報告について ― 

２ ６４ 平成３０年度長与町一般会計補正予算（第３号） ※総文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

    

 

 

   

    

 

 

   

    

 

 

   

    

 

 

   

    

 

 

   

 

 

   

※ 付託予定の委員会 

 



○議長（内村博法議員） 

皆さんおはようございます。ただいまから本日の会議を開催いたします。 

まず日程第１、報告１０和解及び損害賠償の額の決定に係る専決処分の報告について

の発言を許可いたします。 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

報告１０につきましては、所管をしております総務部長より報告をさせていただきま

す。 

○議長（内村博法議員） 

山本総務部長。 

○総務部長（山本昭彦君） 

皆様おはようございます。私から報告１０和解及び損害賠償の額の決定に係る専決処

分につきまして御報告いたします。 

本報告は、町道に隣接する宅地内で発生した物損事故に係るもので、和解及び損害賠

償の額を定めることにつきまして、地方自治法第１８０条第１項の規定に基づき平成３

０年９月５日に専決処分を行いましたので、同条第２項の規定により御報告するもので

ございます。なお、和解及び損害賠償の相手方につきましては、損害を与えている点を

考慮いたしまして、氏名等を黒塗りとしております。事故の概要でございますが、平成

３０年７月３日午後４時ごろ台風７号により高田郷地内の町道に設置しているカーブミ

ラーの鏡面部分が飛ばされ、相手方の自宅車庫に停めてあった自家用車に当たり、運転

席側のドアの一部を破損させたものでございます。その後、相手方と示談交渉を進めた

結果、和解することで合意を得ております。和解の内容につきましては、町の過失割合

を１０割として損害を賠償するものであり、今後本件事故に対し双方とも一切異議請求

の申立てを行わないことを確認するものでございます。また、この和解による損害賠償

の額は、損害額の１０割相当額の１３万３,０６６円でございます。なお、本件以外に

は同様の事例は発生してないことを確認しておりますが、今後も引き続き再発防止に努

めてまいります。以上で報告を終わります。 

○議長（内村博法議員） 

以上で報告を終わります。 

次に、日程第２、議案第６４号平成３０年度長与町一般会計補正予算（第３号）を議

題といたします。 

ただいま議題としています議案について、提案理由の説明を求めます。 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

それでは、議案第６４号平成３０年度長与町一般会計補正予算（第３号）につきまし

て、提案理由の御説明を申し上げます。予算書の１ページをお開きください。今回の補



正は歳入歳出それぞれ２,５００万円を追加をいたしまして、補正後の総額を１２４億

５,１７４万４,０００円とするものでございます。補正の主な内容につきまして、２ペ

ージからの第１表歳入歳出予算補正により御説明を申し上げます。 

収入の１８款繰越金は、今回の補正予算の財源調整として計上いたしております。 

続いて３ページの歳出につきまして御説明いたします。１０款教育費において、長与

町立の小中学校における教育環境の向上、給食調理場の環境改善を図ることを目的とい

たしまして、全ての学校の普通教室、調理室及び長与南小学校学校給食共同調理場へ空

調設備を導入するために、空調設備設置工事設計費を計上をいたしております。 

以上が補正予算（第３号）の主な内容でございます。なお、議案の後に補正予算（第

３号）に関する説明書を添付をいたしておりますので、御参照いただき御審議のほどよ

ろしくお願い申し上げます。以上でございます。 

○議長（内村博法議員） 

これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

饗庭議員。 

○５番（饗庭敦子議員） 

では歳出のところでちょっと御質問させていただきます。設計監理委託料ということ

ですけれども、この空調設備に関して、いつぐらいにこの設計監理が終了する予定でさ

れておるのかお伺いします。 

○議長（内村博法議員） 

宮司教育総務課長。 

○教育総務課長（宮司裕子君） 

今ですね、既定予算の中で調査を行っております。その調査が終わりまして、熱源等

をどういったものにするかっていうのが分かった段階で、設計のほうに入っていきたい

というふうに考えております。設計の期間というのは３か月から３か月半ぐらいを想定

しております。以上でございます。 

○議長（内村博法議員） 

饗庭議員。 

○５番（饗庭敦子議員） 

この委託先を決めるのには入札を行う予定ですか、お伺いします。 

○議長（内村博法議員） 

宮司教育総務課長。 

○教育総務課長（宮司裕子君） 

入札を行う予定にしております。 

○議長（内村博法議員） 

ほかに質疑はありませんか。 



竹中議員。 

○１６番（竹中悟議員） 

それでは財政面からちょっとお尋ねしますが、今回のエアコンにつきましては大変す

ばらしい決断だと私も賞賛しとります。しかしながら、今回、高田南土地区画整理事業

でも来年から約６０億ぐらいのお金が要ると。そして今回の分については想定で大体お

話を聞くと教室が１５０ぐらい。あと給食センターを入れると約５億から６億ぐらいの

お金が要るんじゃないかなと思ってるんですね。これについて財政の方からこの辺につ

いて今の内容を少し私どもに説明をしとっていただきたい。そのように思うんですけど。 

○議長（内村博法議員） 

田中財政課長。 

○財政課長（田中一之君） 

財政の方からお答えいたします。現在、エアコン導入にかかる想定できる国の補助に

ついては学校施設の環境改善交付金、こちらが補助率が３分の１ということで、その補

助裏の方には７５％の地方債を充てることができます。その地方債の元利償還金の３

０％が交付税措置が見込まれております。今回、昨日から新聞報道がございますように、

県内においても補助ですね、この交付金の補助の申請というのが県内で約３０億ほど出

てるという話も聞いております。全国的に見ると地方公共団体の要望が文科省の予算額

を上回るということで、この辺りの補助金というのは非常に採択される可能性が低いの

ではないかというふうにも考えております。そういった中でどのように財源を確保して

いくかということで、今、国の支援を含めたところでもっと有利な起債が活用できない

かと、そういうふうにも今現在検討をしているところでございます。今後は、国の補助

はもとより起債並びに教育振興基金辺りも十分活用をしながら早急にその辺りの財源の

方、検討してまいりたいと思っております。以上でございます。 

○議長（内村博法議員） 

竹中議員。 

○１６番（竹中悟議員） 

今おっしゃったように国庫の補助というのは、３分の１出るということなんですけど、

今、これは昨年も達成したところはあんまりないんですね。しかし、今回は日本全国が

用意ドンで出しますからすごいお金になるんですよ。ですからこの国庫の補助っていう

のは、まず想定されない方が私はいいと思うんですね。これはもう日本全国やるわけで

すからね。そうすると、やはり起債かもしくはやっぱり一般財源の中から組み込んでい

くと、そういうところまで想定してやらないと私は非常にあとから問題が起こると思う

んですね。その辺についても、もう少し詳しく御説明いただけますか。 

○議長（内村博法議員） 

田中財政課長。 

○財政課長（田中一之君） 



国の今現在想定してる環境改善交付金、こちらを仮に活用した場合、満額、国の３分

の１の補助を受けたとした場合に町の負担額というのが、町の実質負担額ですね、これ

は約５１.７％ほどになります。仮にこちらの補助を活用しないと、もう採択されない

のを前提で活用しないとした場合ですね。地方単独の事業で実施した場合、一定これも

起債の活用ができます。起債の充当率も７５％、交付税措置が５０％あるということで、

こちらを活用した場合は、町の負担額が約６２.５％ほどになります。エアコンの整備

工事費を６億と仮に想定した場合に、補助金を活用した場合としない場合で、町の持ち

出しの方が約６,５００万ほど増加するような形になります。この辺りも含めまして、

とにかく有利な起債、その辺りを活用するように努力をしてまいりたいと考えておりま

す。以上でございます。 

○議長（内村博法議員） 

他に質疑ありませんか。 

河野議員。 

○１４番（河野龍二議員） 

それでは、私も少しお伺いしたいと思います。まず最初にちょっと同僚議員からも出

ました設計監理委託料が今回計上された中で、いつの段階でこの設計を進められるのか

ということで、一般質問の中で出たのは１０月ぐらいに調査を終えたいというふうな話

だったというふうに思います。ただ、前倒しでこうした補正予算を組まれたので、その

調査自体をいつまでに終わらせようというふうな形で取り組んでいらっしゃるのかです

ね。それに見合って大体この設計の、設計について３か月半ぐらいかかるというふうに

言われたですか、発注して３か月半ぐらいかかるというふうな話なのか、それともその

この調査を含めて３か月半ぐらいかかるというふうな話だったのか、そこをまず伺いた

いというのと、もう１つは一般質問の中でも出ましたけども、普通教室等の数が言われ

ておりました。今回こうした対象となるのが全ての普通教室ということで町長から説明

ありましたけども、小学校で改めてお伺いしますけども、数をどれくらい予定してるの

か、中学校でどれくらい予定してるのか、学校給食費の中でどれくらい予定してるのか、

教えていただければと思います。 

○議長（内村博法議員） 

宮司教育総務課長。 

○教育総務課長（宮司裕子君） 

今、調査を行っておりますので、それを１０月半ばぐらいに調査を終えまして、そこ

から設計に入る準備に入らせていただきます。準備が整いましたら入札を行いまして、

そこから３か月半の設計の工期を予定しております。それと詳細な教室の数ということ

ですけれども、現在、学校の方に普通教室の数、現在、普通教室として使っている教室

のみではなくて、また来年度、普通教室になるかもしれない、例えば支援学級が増える

とか、普通教室の学級数が増えるといったことも想定されますので、現時点での普通教



室の数に少しプラスした数で設計を組みたいっていうことで、現在その数を把握するた

めに学校の方に調査をかけております。そういったものも加味しながら設計のほうに教

室数というのを上げたいというふうに考えております。以上です。 

○議長（内村博法議員） 

河野議員。 

○１４番（河野龍二議員） 

数は今からということですけども、そしたらこれ単純に委託料が小学校が５校として

２,６５０万ぐらいでしたかね。中学校が３校としてこれ２,６００万ぐらいだったとい

うふうに、単純にそういうふうに割れない数字と見ていいんですか、その数が分からな

いっていう意味では、それぞれバランスが多い所は多くなるという形の計上の仕方とい

う形でとらえてよろしいものなのかですね。 

○議長（内村博法議員） 

宮司教育総務課長。 

○教育総務課長（宮司裕子君） 

それぞれの学校単位での設計ということで計上させていただいております。以上です。 

○議長（内村博法議員） 

他に質疑ありませんか。 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

ただいま議題となっています議案第６４号は、総務文教常任委員会に付託いたします。 

お諮りします。 

ただいま、総務文教常任委員会に付託しました議案第６４号は、会議規則第４６条第

１項の規定によって、９月２０日までに審査を終了するよう期限をつけることにしたい

と思います。 

御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

したがって議案第６４号は、９月２０日までに審査を終了するよう期限をつけること

に決定いたしました。 

これにて本日の日程は終了いたします。 

本日はこれで散会いたします。お疲れさまでした。 

（散会 ９時４６分） 


